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ターである LO（Landsorganisationen i Sverige：スウェーデン労働組合総連合）が結成され
た 6）．
　すでに早い段階から労働市場の組織化が進んでいたスウェーデンでは，長期政権を担う社民党
が産業国有化戦略を放棄し，経済の一般的コントロールへと方向性を転換した（宮本 1999 p. 









試された時期であるが，世界恐慌の直後であり，支持母体である LO組合員の 6人に 1人が失業
していた．このような状況を背景に，労働者の期待にこたえるためには何よりも大量失業問題に












（Lindbeck 1975＝ 1981 p. 6）．多国籍展開しているので 1929年の世界恐慌の影響は大きく，労
働組合は経済合理化を痛感し，生産性向上による成長戦略に協力してパイを拡大することで再配
分を獲得する戦略に転換していた（岡沢 2009 pp. 79-80）．激しいストライキが社民党政権の運
営基盤を揺るがし，LO内部での賃金格差を温存していたが，金属労組が主導して低賃金労組の
底上げが目指された．1938年のサルトシェーバーデン協定で，労使関係がルール化され，以後























敗し，スウェーデン経済は激しいインフレーションに見舞われた（宮本 1999 pp. 117-120）．そ
の代案として LOから出されたのがレーン＝メイドナー・モデル（以下 RMモデル）である．
RMモデルにおいて政府の役割はインフレーションを抑制しながら経済成長を実現させ，同時に
積極的労働市場政策 13） 14） 15）によりインフレーションによらない完全雇用を実現することであ

















































　第 2に，制度の形態についてである．岡沢やエリクソンは 1990年の SAFによる中央団体交
渉制度の終結により，RMモデルは終わったと述べている（岡沢 2009 ; Erixon 2010）．しかし
当事者である LOや TCO（Tjänstemännens Centralorganisation：全国俸給職員組合連合）は


































































賃金の 0.2％を全国 5ヵ所に設置された労働者基金に積み立てさせ，それを 11人の理事（うち 6
人が勤労者）による理事会によって運営する．原案より積み立てられる利潤の規模が少なくな
り，さらに 5つに分割されたことから，実際に大企業で労働者や基金の発言力が決定的になるこ












見られた 28）（Lindbeck 1975＝ 1981 pp. 98-103）．
　付加年金基金は貧弱だった国民年金を補強することと，台頭してきたホワイトカラー層への浸


































































































































陸諸国の動向を観察，分析できたことが LOの組織拡大や組織戦略に影響を与えたほか（岡沢 2009 pp. 
54-61），労働力の民族的，文化的な同質性や（Lindbeck 1975＝ 1981 p. 6），社民党のイニシアチブで，
職能組合の要素が抑えられ，労働運動全体の団結が優先されたこと，禁酒運動などの国民運動を母体と
し，飲酒に代わる教養主義的な文化運動と接合したこと（宮本 1999 pp. 41-42），が挙げられる．
7）ペストフによると北欧諸国の消費者協同組合の起源は労働運動であると考えられており，構成員の多
くが LOを筆頭に労働組合のメンバーである（Pestoff 1991＝ 1996）．
8）ゲント方式ともいう．ベルギーのゲント市で 1900年にこの方式を採用したことからこのように呼ば
















出すための戦略であった（岡沢 2009 pp. 79-80）．
11）消費協同組合が価格の適正化につとめることで，それが民間小売業にも派生して行った．それは家計
の入口である収入（労働）部分と，出口である支出（消費）部分を大衆運動で守るということである
（竹崎 2003 pp. 38-39）．
























抑制するというものに留まった（宮本 1999 pp. 128-132）．
18）労働市場庁は政権からは独立し，むしろ労働市場政策への労働組合の影響力を確保した．主な業務は
失業保険，職業紹介，積極的労働市場政策で，役員は労組出身者が 8人中 4人，職員も労働組合活動家




















2001 ; Forslund 2004）．
23）1960年代を通じて総貯蓄率は増えていないが，公的貯蓄シェアが増加し，民間貯蓄シェアがその分減
少している．信用供給でも公共部門のシェアが 1950年代の約 10％から 1970年代の 40-50％へと増加し
ている．逆に 1966-1970の期間で信用供給割合を見ると，

















た（Lindbeck 1975＝ 1981 p. 134）．
27）1970年には民間粗投資総額が約 14億 4000SEKであるのに対し，基金は 4兆 SEKに達していた
（Lindbeck 1975＝ 1981 p. 101）．
28）実際には投資税よりも投資基金のほうが良く使われたが，それは投資基金が労働市場庁によって管理
され，特に建築投資への季節的調整のために使われたためである（Lindbeck 1975＝ 1981 p. 139）．
29）1971年には組織された信用市場の金融資産残高の約 25％になり，2000年ごろにはスウェーデンの年
金基金は総額 1兆 5000億 SEKまで成長した．信用供給の面では 1960年代末の時点で組織された信用




る（Lindbeck 1975＝ 1981 pp. 220-224）．
30）年金保険料が賃金や物価に転嫁され，家計の貯蓄性向が向上するほど，付加年金基金の成長によって
経済全体の貯蓄性向が強まるようになった（Lindbeck 1975＝ 1981 pp. 220-224）．
31）ただし，医療・介護分野では 90年代の財政再建策によって雇用が減少した（翁ほか 2012 p. 18）．
32）産業構造は鉄鉱石・木材などの伝統的輸出品目から，電子工学製品，通信機器，化学製品，薬品，輸
送・運輸機器へ転換し，海外への直接投資が増加した（岡沢 2009 p. 143；宮本 1999 pp. 218-222）．その
結果，1982年には高生産性部門である SAF所属の金属連盟が中央団体交渉制度から離脱．中央団体交
渉制度は漸次機能しなくなり，ついに 1990年に終焉を迎えた．しかし 1997年に労使交渉のルールを再





需要増大させるというものである（TCO 2011 : SACO 2012）．
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